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メニスカスエッチングは通信用に市販される石英系光ファイバーをテーパー化する方法として

よく知られている．オイルが浮かべられたフッ化水素酸に光ファイバーを浸漬するシンプルな方

法であるため，特殊な光ファイバーを用いずとも，テーパー化光ファイバーを作製することがで

きる．  

著者はこれまで純粋石英コアを有する近接場光学顕微鏡用プローブを作製するためにその問題

点と改良法について研究してきた．1, 2) 光ファイバーのエッチングに従事する研究者は限定され

るため，一般にはほとんど知られていないだろうが，フッ化水素酸の空気層への蒸発を防ぐため

にフッ化水素酸の上に浮かべられるオイル層を通過する HF-F2O の蒸気が存在する．外径 125 ミ

クロンの光ファイバーをシリコーンオイルが浮かぶ 50重量%フッ化水素酸に 3時間エッチングす

れば誰でも（図 1 に模式的に示すように）フッ化水素中のみならず，空気層でも HF-F2O の蒸気

のために光ファイバー直径が減少することを確認できるだろう．30分間浸漬する例では観測され

ないかもしれないが，文献 1，2の例のように長時間のメニスカスエッチングを行う場合には空気

層でのエッチングをできる限り防止すべきであろう． 

本報告ではメニスカスエッチングにおける空気層のエッチングを防止する方法としてアンモニ

ア蒸気を用いる方法を提案する．実際に，10%のアンモニア水をエッチングボックス内に置き，3

時間のメニスカスエッチングを行い，空気層エッチングの防止に成功した．  

 

Fig. 1 Schematic image of meniscus-etching of a silica optical fiber. 
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